


　
　
野
球
部
の

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

９
月
14
日
、
野
球
部
員
11
人
は
、
旭
川

空
港
を
出
発
し
、
東
京
へ
と
向
か
っ
た
。

　

東
京
ま
で
飛
行
機
で
約
１
時
間
45
分
。

東
京
ド
ー
ム
ま
で
の
移
動
で
約
１
時
間
。

時
間
は
か
か
っ
た
が
、
普
段
と
違
う
風
景

が
移
動
時
間
を
短
く
感
じ
さ
せ
る
。

東
京
ド
ー
ム
で

プ
ロ
野
球
を
観
戦

　

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
一
戦
。
部
員
た
ち
は
目

の
前
に
現
れ
た
東
京
ド
ー
ム
に
胸
を
弾
ま

せ
た
。

　

東
京
ド
ー
ム
の
回
転
扉
を
抜
け
た
瞬
間
、

耳
が
「
キ
ー
ン
」
と
な
り
、
気
圧
で
屋
根

を
持
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
を
体
感
。
観
客

席
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で

あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
り
、
応
援
の
熱

気
に
圧
倒
さ
れ
る
。
部
員
た
ち
は
、
こ
こ

が
東
京
ド
ー
ム
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

試
合
は
投
手
戦
。
独
特
な
緊
張
感
が
球

場
内
を
支
配
し
、
部
員
た
ち
も
選
手
の
一

挙
手
一
投
足
を
真
剣
に
見
つ
め
て
い
る
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
は
小
刻
み
な
継
投
で
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
打
線
を
抑
え
て
い
た
が
、
９
回
、

グ
リ
エ
ル
選
手
の
決
勝
本
塁
打
で
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
が
３
対
０
で
勝
利
し
た
。

　

試
合
後
の
興
奮
が
冷
め
や
ま
ぬ
部
員
た

ち
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
待
っ
て
い
た
。

「
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の

 

中
畑
監
督
が
会
っ
て
く
れ
ま
す
」

　

緊
張
す
る
部
員
た
ち
の
前
に
、
試
合
を

終
え
た
ば
か
り
の
中
畑
清
監
督
が
登
場
し

た
。
一
瞬
に
し
て
空
気
が
変
わ
る
。

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
「
声
が
小
さ
い
！
」

「
写
真
を
撮
る
ぞ
。
イ
エ
ー
イ
!!
」
。
テ
レ

ビ
で
見
る
中
畑
監
督
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

関
係
者
敷
地
の
中
で
、
帰
り
の
車
に
乗
り

込
む
ま
で
の
約
５
分
間
、
お
疲
れ
の
と
こ

ろ
を
会
っ
て
い
た
だ
い
た
監
督
に
大
感
謝
。

強
豪
校
の
練
習
を
見
学

　

翌
日
は
、
宿
舎
か
ら
数
分
の
と
こ
ろ
に

あ
る
東
京
大
学
へ
の
散
歩
か
ら
始
ま
っ
た
。

国
指
定
重
要
文
化
財
「
赤
門
」
を
見
学
。

高
校
受
験
を
控
え
る
３
年
生
は
何
か
刺
激

を
受
け
た
だ
ろ
う
か
。
合
格
の
ご
利
益
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

２
つ
目
の
夢
で
あ
る
強
豪
校
の
練
習
を

見
学
す
る
た
め
、
東
海
大
学
付
属
浦
安
高

等
学
校
野
球
部
を
訪
れ
た
。
同
部
は
平
成

12
年
、
夏
の
甲
子
園
で
準
優
勝
し
た
強
豪

校
。
部
員
は
新
チ
ー
ム
と
な
り
１
、
２
年
生

で
約
80
人
だ
が
、
３
年
生
が
い
た
と
き
は

総
勢
約
１
４
０
人
と
大
所
帯
の
野
球
部
で

あ
る
。

　

こ
の
日
は
国
学
院
栃
木
高
校
と
の
練
習

9/14-15

東京

君の夢プロジェクト

01. 応援席にて。
02. スタンドから
熱い声援。
03. 試合は息の詰
まるような投手
戦。

中畑清監督との記念撮影

0103 02

部活動に励む中学生を応援する「君の夢プロジェクト」。
野球部、ソフトテニス部、吹奏楽部の部員たちが、そ
れぞれの夢をかなえました。
部員たちは一流選手の技術を目の当たりにし、感動を
覚えました。この感動を胸に、これからも自分の夢へ
と歩んでほしいと願っています。
君の夢プロジェクトは、これからも子どもたちの未来
を応援します。
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野球部 

部長　増茂 悠心さ
ん（１年）

　中畑清監督と会えたことが

とてもうれしかったです。明

るく、楽しく、握手してもらっ

た監督の手がとても大きかっ

たことが印象に残っています。

東海大浦安高校では、選手た

ちの出す大きな声に圧倒され

ました。今回学んだことを生かして、来年の中体連では、

ミスなく、一つひとつ打ち勝っていきたいと思います。

試
合
。
相
手
校
も
ド
ラ
フ
ト
候
補
生
を
輩

出
す
る
強
豪
校
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
高
い

練
習
試
合
だ
っ
た
。

　

部
員
た
ち
は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
か
ら
観

戦
。
間
近
で
見
る
硬
式
野
球
、
プ
ロ
と
は

ま
た
違
う
迫
力
を
感
じ
る
。
投
手
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
走
塁
、
守
備
、
年
齢
の
近
い

先
輩
た
ち
が
躍
動
し
て
い
る
姿
に
心
を
奪

わ
れ
、
部
員
た
ち
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
。

東
海
大
浦
安
は
中
高
一
貫
校
で
あ
り
、
隣

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
中
等
部
の
野
球
部
が

練
習
を
し
て
い
た
。
練
習
は
と
に
か
く
走

る
、
走
る
。
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
物

事
に
打
ち
込
む
姿
に
、
部
員
た
ち
は
何
か

を
感
じ
取
っ
た
は
ず
。

次
の
夢
へ
向
か
っ
て

　

最
後
に
、
こ
こ
で
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
「
東

海
大
浦
安
」
の
刻
印
が
入
っ
た
硬
式
ボ
ー

ル
を
全
員
に
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も

野
球
に
携
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
部
員

た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
贈
り
物
と
な
っ
た
。

　

と
て
も
短
く
充
実
し
た
２
日
間
だ
っ
た

が
、多
く
の
『
心
』
に
響
く
で
き
ご
と
が
あ
っ

た
。
今
回
の
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
刺
激
へ
と
な
る
こ
と

を
願
う
と
と
も
に
、
大
人
に
な
っ
た
時
に
、

少
し
で
も
思
い
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

う
。

野球部 

前部長　奥山 凌さ
ん（３年）

　今回、初めて飛行機に乗り、

初めて東京に行くという、初

めてずくめのプロジェクトで

した。東海大浦安高校の練習

を見学し、選手一人ひとり基

本がしっかりとできているこ

と、北海道とのレベルの違い

や自分のプレーの未熟さを肌で感じました。君の夢プ

ロジェクトでは野球部として３年間、多くのことを学

ぶとともに、楽しませてもらいました。比布町でしか

できない経験をすることができ、いい思い出になりま

した。この経験を将来に生かしていきたいと思います。

君の夢プロジェクトを終えて

0102

0304

01. 東京大学赤門

前にて。

02. 東海大浦安高

校の練習風景。

03. 練習風景を写

真に収めたり、メ

モを取る部員。

04. 東海大伝統の

縦じまユニフォー

ム。胸には「Tokai」

の文字が。
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
 

今
年
で
４
度
目
と
な
る
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
の
「
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
９

月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
、
町
多
目
的
室

内
運
動
場
で
実
施
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
、
国
内
実
業
団
チ
ー
ム
の
中

で
も
強
豪
の
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
女
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
チ
ー
ム
の
中
村
朱
里
選
手
、

神
谷
絵
梨
奈
選
手
が
来
町
し
、
部
員
た
ち

に
指
導
を
し
て
く
れ
た
。

　
念
入
り
な
準
備
運
動

一
つ
一
つ
が
プ
レ
ー
に
つ
な
が
る

　

指
導
は
、
ト
ッ
プ
選
手
が
普
段
行
っ
て

い
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
か
ら
始
ま
っ
た
。
肩
甲
骨
周
り
の
筋
肉

や
股
関
節
を
柔
軟
に
し
可
動
域
を
増
や
す

こ
と
で
、
プ
レ
ー
の
幅
が
広
が
る
。
両
選

手
は
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
前
の
運
動
の
重
要

性
を
部
員
た
ち
に
伝
え
て
い
た
。

　

準
備
運
動
を
終
え
、
次
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
脳
や
体
に

関
す
る
神
経
の
関
連
性
、
表
現
力
を
高
め

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と
で
、
頭
の
中
で

思
っ
て
い
る
こ
と
を
実
際
に
運
動
と
し
て

表
現
す
る
た
め
の
も
の
。
部
員
た
ち
は
テ

ニ
ス
ボ
ー
ル
で
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
行
う
な

ど
、
楽
し
み
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

9/20-21

比布

て
い
た
。

基
本
的
な
動
き
を
再
確
認

　

ラ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
練
習
に
な
る
と
、
手

だ
け
で
打
つ
部
員
が
多
い
の
に
対
し
、
選

手
た
ち
は
体
の
回
転
を
使
う
こ
と
、
ボ
ー

ル
を
打
つ
前
の
動
作
、
構
え
な
ど
基
本
的

な
動
き
を
指
導
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
前
衛
・
後
衛
の
各
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
率
的
な
動

き
方
な
ど
を
細
か
く
説
明
し
て
い
た
。

　

ト
ッ
プ
選
手
か
ら
直
に
教
わ
り
大
き
な

財
産
を
得
た
部
員
た
ち
。
２
日
間
に
わ
た

り
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
中
村
選
手
、
神

谷
選
手
の
両
選
手
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
糧
に
今
後
の
部
活
動
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　

吹
奏
楽
部
の

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

10
月
17
日
、
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
が

放
課
後
の
比
布
中
学
校
音
楽
室
に
や
っ
て

き
た
。

　

昨
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
同
校
を
訪

れ
た
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
が
、

「
ま
た
一
緒
に
演
奏
し
た
い
」
と
い
う
吹
奏

楽
部
員
の
声
を
聞
き
、
そ
の
夢
を
か
な
え

る
た
め
、
今
年
も
は
る
ば
る
東
京
か
ら
来

て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

0102

03

01. 中村選手、神谷選手と

部員全員で記念写真。

02. ボールが当たる位置を

確認。

03. 迫力あるラリーを目の

前で。

10/17

比布

プ
ロ
の
音
を
間
近
で
体
感

　

東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
は
、
女
性
10
人

編
成
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
。
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

を
中
心
に
様
々
な
楽
曲
の
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン

ジ
を
専
門
に
演
奏
し
、
東
京
を
中
心
に
、

海
外
で
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
、
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
に

よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
開
か
れ
、
大
胆
に
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
た
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
が
３
曲
演

奏
さ
れ
た
。
出
だ
し
か
ら
パ
ワ
フ
ル
な
音

色
が
音
楽
室
に
響
き
渡
り
、
圧
倒
さ
れ
る

部
員
た
ち
。
間
近
で
聴
く
プ
ロ
の
演
奏
に
、

部
員
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

　

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
終
わ
り
、
メ
ン
バ
ー
の

石
川
恵
美
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
「
こ
ん
な
に

多
く
１
年
生
が
入
部
し
て
く
れ
て
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。
昨
年
度
ま
で

わ
ず
か
４
人
の
部
員
で
活
動
し
て
い
た
同

部
だ
っ
た
が
、
今
春
、
多
く
の
新
入
部
員

を
迎
え
、
17
人
と
な
っ
た
。
「
み
な
さ
ん
と

ま
た
再
会
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
。
一

緒
に
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
部
員

た
ち
に
声
を
か
け
た
。

基
礎
練
習
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

金
管
楽
器
の
高
音
・
低
音
、
木
管
楽
器
、

打
楽
器
の
４
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
技
術

指
導
が
始
ま
っ
た
。
リ
ズ
ム
の
取
り
方
や

奏
法
な
ど
一
生
懸
命
に
指
導
を
受
け
る
部

員
た
ち
。
今
回
、
初
め
て
東
京
ブ
ラ
ス
ス

タ
イ
ル
に
会
う
１
年
生
は
緊
張
し
た
様
子
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ソフトテニス部　

部長　中谷 紫温さ
ん（２年）

　フォアやバックなど基本的

なことが間違っていました。

ヨネックスの両選手から教

わった正しいフォームやスイ

ングを繰り返し練習し、きち

んと身に付けていきたいと思

います。また、準備運動のや

り方、必要性などを教わり、部活動で取り入れるよう

になりました。今回教わったことを忘れず、来年の中

体連ではこの結果が出せるよう努力していきます。

ソフトテニス部

前部長　加地 咲実さ
ん（３年）

　トップ選手に教わることが

でき、大変勉強になりました。

打点など基本的なことが間

違っており、改めて教わるこ

とができました。このプロジェ

クトでは３年間、一流の選手

に教えてもらったり、有名な

大会を観戦したりと、貴重な経験から多くのことを学

びました。高校に進学してもソフトテニスを続けてい

きます。学んだことを忘れずに頑張ります。

君の夢プロジェクトを終えて

吹奏楽部　

前部長　半澤 風人さ
ん（３年）

　昨年に引き続き「東京ブラ

ススタイル」のみなさんと一

緒に演奏をすることができて、

とてもうれしかったです。プ

ロの音を間近で聴き、その迫

力に圧倒されました。メンバー

のみなさんがとても明るく、

楽しい雰囲気の中パート練習が行われました。また、

今年は部員が増えて、昨年よりも大人数で楽しく合奏

することができました。君の夢プロジェクトでは様々

な経験を通じて、音楽を楽しむことができました。

吹奏楽部　

部長　宮崎 法瑠さ
ん（２年）

　はじめに東京ブラススタイ

ルのみなさんがミニライブを

開いてくれました。迫力ある

音、パフォーマンスがすごく

かっこ良く、「自分もあんな風

に演奏したい」と思いました。

パート練習では、ドラムのた

たく位置などを親切に教えていただき、とても勉強に

なりました。これからは基礎練習をしっかりして、少

しずつ近づいていきたいと思います。また、東京ブラ

ススタイルのみなさんと一緒に演奏がしたいです。 部員たちの笑顔がプロジェクトの成功を物語る

だ
っ
た
が
、
音
楽
を
通
じ
て
、
す
ぐ
に
打

ち
解
け
た
よ
う
だ
っ
た
。

結
成
！ 
比
布
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル

　

パ
ー
ト
別
練
習
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

合
奏
の
時
間
と
な
っ
た
。
昨
年
と
同
様
、

『
比
布
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
』
が
結
成
さ
れ
る
。

全
員
で
輪
に
な
り
「
チ
ー
ム
・
ブ
ラ
ス
タ
！
」

の
掛
け
声
で
心
が
一
つ
に
な
っ
た
。

　

合
奏
で
は
、
人
気
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

「
ウ
ィ
ー
ア
ー
！
」
な
ど
２
曲
を
演
奏
。
プ

ロ
の
メ
ン
バ
ー
と
肩
を
並
べ
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
精
一
杯
に
音
楽
を
楽
し
む
部
員

た
ち
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

合
奏
が
終
わ
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
突

然
、
ド
ラ
ム
と
ベ
ー
ス
が
リ
ズ
ム
を
刻
み

始
め
る
。
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
が
用
意

し
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
。
ド
ラ
ム
と
ベ
ー
ス

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
パ
ー
ト
ご
と
に

即
興
で
ソ
ロ
演
奏
を
す
る
と
い
う
。
部
員

た
ち
は
少
し
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見

せ
て
く
れ
た
。

　

約
２
時
間
あ
ま
り
の
短
い
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
部
員
た
ち
は
世
界
で
活
躍
す

る
プ
ロ
と
直
に
接
す
る
こ
と
で
、
楽
器
を

演
奏
す
る
楽
し
さ
を
再
度
確
認
し
た
。

自
分
の
殻
を
破
ろ
う

　

合
奏
の
前
に
メ
ン
バ
ー
の
石
川
恵
美
さ

ん
が
「
自
分
の
殻
を
破
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
。
恥
ず
か
し
が
っ
て
は
良
い
音
は
出

な
い
。
ま
ず
は
精
一
杯
、
大
き
な
声
を
出

し
て
み
よ
う
」
と
部
員
た
ち
に
語
り
か
け

た
。
そ
の
後
の
「
チ
ー
ム
・
ブ
ラ
ス
タ
！
」

の
掛
け
声
は
、
音
楽
室
い
っ
ぱ
い
に
響
く

最
高
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
精
一
杯
声

を
出
し
た
部
員
た
ち
の
笑
顔
は
、
リ
ズ
ム

の
取
り
方
や
奏
法
よ
り
も
大
切
な
も
の
を

つ
か
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
。

　

今
年
か
ら
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
き
た

比
布
中
学
校
吹
奏
楽
部
。
そ
し
て
、
３
年

生
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
吹
奏
楽
部
と
し
て

の
最
後
の
活
動
と
な
っ
た
が
、
こ
の
経
験

を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。
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９
月
21
日
、
比
布
町
体
育

館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
比
布
町
１
２
０
年
を
記
念

す
る
行
事
と
な
っ
た
「
の
ど

自
慢
」。
当
日
は
、
ゲ
ス
ト

に
吉
幾
三
さ
ん
、
田
川
寿
美

さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
観
覧
に
訪
れ

た
６
０
８
人
の
観
客
が
見
守

る
中
、
前
日
の
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
た
20
組
が
出
場
。「
の

ど
自
慢
」
の
ス
テ
ー
ジ
に
緊

張
し
な
が
ら
も
、
自
慢
の
素

晴
ら
し
い
歌
声
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

チャンピオン
西﨑明広さん

特別賞
新田うめさん

比布町120年記念　

NHKのど自慢が開催されました

熱
唱
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地元役場の三人組
比布町を盛り上げます！

川島 亜希子さん（写真左）

丸谷 希和美さん（写真中央）

大西 朝美さん（写真右）

全国に比布町をＰＲ！
みなさん楽しんでいた
だけましたか !?

吉幾三さんの大ファンです！

宮田 清治さん

緊張感が心地よかった
です。大好きな吉幾三
さんの前で歌い、お話
しすることができて、
うれしかったです。

高校２年生の２人組
大好きな担任の先生に！

漆戸 望さん（写真中央）

ステージに立ってから
歌い終えるまで、あっ
という間でした。友人
と楽しく歌うことがで
きました。

全国放送の舞台で楽し
く、　気持ちよく歌え
ました。一生の思い出
となりました。

地元の消防士さん
祖母の好きだった歌を！

高野 直人さん

いつも比布のイベントを
盛り上げています！

武井 邦義さん

地元・比布で開催され
た舞台に立つことがで
き、とてもいい経験に
なりました。心地よ
かったです。

ハーモニーを響かせました！

工藤 嘉宏さん（写真左）

テレビで見ていた舞台
に立てたものの、本番
の 45 分間はほとんど
覚えていません。家族
や友人の応援がうれし
かったです。

にも熱が入りました！

熱演

会場の外は長蛇の列
観覧を楽しみに

応援

町内からは６組８人
が出場！

　

町
内
で
「
の
ど
自
慢
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
今
回
が

２
回
目
。
今
か
ら
50
年
前
の
昭
和
39
年
８
月
23
日
、
比
布

町
70
周
年
を
記
念
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
素
人
演
芸
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
時
の
広
報
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

わ
れ
こ
そ
は
鐘
三
つ
と
、

遠
く
は
稚
内
か
ら
は
せ
つ

け
た
出
場
者
一
〇
〇
名
あ

ま
り
。

午
前
九
時
頃
か
ら
ぞ
く
ぞ

く
と
入
場
者
が
つ
め
か
け

会
場
は
人
い
き
れ
で
一
ぱ

い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
素
人
演

芸
会
は
八
月
二
十
三
日
比

布
小
学
校
で
開
か
れ
た
。

比
布
時
報
第
１
１
３
号
よ
り

応援も楽し
かったです!

今から 50年前に

比布町でのど自慢をやっていた！
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歳入総額

35億3360万円

ま
ち
の
家
計
簿

平
成
25
年
度
決
算
報
告
か
ら
見
る

■
一
般
会
計
の
決
算

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、
国

や
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
は
、
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
町
に
ど
の
く
ら
い
の

収
入
（
歳
入
）
が
あ
り
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
（
歳

出
）
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
生
活
に
最
も
関
わ

り
の
深
い
一
般
会
計
を
中
心
に
、

図
や
表
を
使
い
な
が
ら
そ
の
概
要

を
説
明
し
ま
す
。

（単位：千円）■歳入の状況
区分 平成25年度 平成24年度 比較 説明

町 税 327,014 318,210 8,804
町民税や固定資産税、軽自
動車税などの町税

地方譲与税 55,677 58,401 -2,724
自動車重量税などが一定の
算式により譲与

利子割交付金 769 765 4
預金利子にかかる税金が一
定の算式により交付

配当割交付金 673 325 348
15年度の税制改正により新
設、一定の算式により交付

株 式 等 譲 渡 所
得 割 交 付 金

921 89 832
15年度の税制改正により新
設、一定の算式により交付

地方消費税
交 付 金

37,447 37,769 -322
消費税の一部が一定の算式
により交付

自動車取得税
交 付 金

14,082 12,342 1,740
自動車取得税が一定の算式
により交付

地 方 特 例
交 付 金

1,434 1,316 118
住宅借入金等特別控除の実
施に伴う減収分などが交付

地方交付税 1,799,029 1,787,625 11,404
一定の算式により計算され
た収支の不足分が交付

交通安全対策
特別交付金

844 955 -111
道路交通法による反則金が
一定の算式により交付

分担金及び
負 担 金

17,982 18,322 -340
老人ホーム費用や保育料な
どの徴収金

使用料及び
手 数 料

474,257 461,118 13,139
町立診療所どの使用料、住
民票発行などの手数料

国庫支出金 191,908 135,074 56,834
施設の整備などに対して支
出される国からの補助金

道 支 出 金 131,151 125,976 5,175
道が行うべき事務への委託
金や道の政策による補助金

財 産 収 入 8,649 8,303 346
町が所有する建物の貸付収
入や預金利子など

寄 附 金 3,300 2,553 747
町民や企業などからの善意
により町に寄附されたもの

繰 入 金 15,213 22,293 -7,080
町の基金（貯金）を取り崩
したものなど

繰 越 金 78,728 69,370 9,358
前年度会計の歳入から歳出
を差し引いたもの

諸 収 入 113,935 109,927 4,008
コピー代金や町有林間伐材
売払収入など

町 債 260,590 628,366 -367,776
公共事業を行う際などに国
などから借り入れる借金

合 計 3,533,603 3,799,099 -265,496

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
総
額
は
、
昨
年
よ
り
２
億

６
５
４
９
万
６
千
円
少
な
い
35
億

３
３
６
０
万
３
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
が
大
き
く
減
少
し
た
要
因

は
、
防
災
行
政
無
線
と
総
合
行
政

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

更
新
に
伴
う
町
債
が
大
幅
に
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
町
の
歳
入
は
約
70
％

を
国
な
ど
か
ら
の
交
付
金
で
ま
か

な
っ
て
お
り
、
う
ち
地
方
交
付
税

が
約
51
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

一
般
会
計
の
ほ
か
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
町
の
決
算
が

町
議
会
（
決
算
特
別
委
員
会
）
で
審
議
さ
れ
、
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳 

入
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歳
出
総
額
は
、
33
億
３
３
９
１

万
１
千
円
で
、
昨
年
よ
り
３
億

４
９
６
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
総

務
費
が
約
25
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
衛
生
費
約
21
％
、
民
生
費
約

17
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
が
大
き
く
減
少
し
た
要
因

は
、
総
務
費
の
防
災
行
政
無
線
更

新
事
業
の
終
了
と
、
農
林
業
費
の

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
お
け

る
負
担
金
が
大
き
く
減
少
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
道
路
新
設
改
良
事
業
費
、

新
団
地
建
設
事
業
費
が
大
幅
に
増

え
ま
し
た
。

■目的別歳出の状況 （単位：千円）（単位：千円、％）■性質別歳出の状況
区分 平成25年度 平成24年度 比較 説明

議 会 費 42,948 42,511 437
議員報酬や「議会だより」な
ど議会運営に関する経費

総 務 費 821,001 970,989 -149,988
職員給与や役場庁舎管理、
住民票、広報紙などの経費

民 生 費 556,413 576,517 -20,104
老人福祉や児童福祉、国民年
金など福祉に関する経費

衛 生 費 691,752 643,561 48,191
総合健康診査やごみ、し尿処
理などに関する経費

労 働 費 59 63 -4
労働相談事業などの労働対
策に関する経費

農 林 業 費 182,344 355,392 -173,048
農林業の振興や遊湯ぴっぷ
などに関する経費

商 工 費 109,738 100,544 9,194
七夕天国や商工業の振興対
策に関する経費

土 木 費 265,801 236,665 29,136
町道や公営住宅、除排雪な
どに関する経費

消 防 費 150,122 186,680 -36,558
消防活動に必要な経費を上
川中部消防組合に支出

教 育 費 163,882 161,356 2,526
小中学校や体育館、図書館
などに関する経費

災害復旧費 920 0 920
台風などによる被害復旧に
関する経費

公 債 費 348,931 364,593 -15,662
公共施設を建設する際など
に借入れた借金の返済金

合 計 3,333,911 3,638,871 -304,960

区分
平成25年度 平成24年度 比較

決算額 構成比 決算額 構成比 増減 増減率

消
費
的
経
費

人 件 費 575,537 17.3 569,455 15.7 6,082 1.1

物 件 費 949,267 28.5 938,908 25.8 10,359 1.1

補 助 費 等 518,213 15.5 665,524 18.3 -147,311 -22.1

そ の 他 204,711 6.2 215,779 5.9 -11,068 -5.1

計 2,247,728 67.5 2,389,666 65.7 -141,938 -5.9

投
資
的
経
費

普通建設事業費 103,599 3.1 202,808 5.6 -99,209 -48.9

そ の 他 920 0.0 0 0.0 920 皆増

計 104,519 3.1 202,808 5.6 -98,289 -48.5

そ
の
他

公 債 費 350,835 10.5 367,222 10.1 -16,387 -4.5

繰 出 金 364,633 10.9 400,245 11.0 -35,612 -8.9

そ の 他 266,196 8.0 278,930 7.6 -12,734 -4.6

計 981,664 29.4 1,046,397 28.7 -64,733 -6.2

合 計 3,333,911 100.0 3,638,871 100.0 -304,960 -8.4

歳出総額

33億3391万円

まちの家計簿

歳 

出

用語解説
◆一般会計

　町の基本的活動を遂行するために必要な経費やその

収入を経理する会計です。

◆特別会計

　特定の事業や特定の収入に基づいた事業を行う場合、

その事業に係る経理を他の会計と区別する必要がある

ときに条例や法律に基づいて設置する会計です。

◆自主財源

　町が自主的に収入することができる財源です。町税、

使用料・手数料などが自主財源にあたります。

◆依存財源

　国や北海道から交付される財源です。地方交付税、

国庫支出金、町債（借金）などが依存財源にあたります。

■特別会計

　の決算

（単位：千円）

区分 歳入 歳出 差引

国民健康保険 662,588 616,882 45,706

後期高齢者医療 59,975 59,755 220

介護保険 521,396 510,634 10,762

観光事業 91,005 76,426 14,579

簡易水道事業 223,349 219,613 3,736

公共下水道事業 108,776 106,183 2,593

宅地開発事業 13,121 2,784 10,337
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町
が
大
規
模
な
事
業
を
行
う
場

合
は
、
国
・
北
海
道
の
補
助
（
１

／
２
～
１
／
３
程
度
）
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
額
を
そ
の
年

の
町
の
自
主
財
源
で
す
べ
て
支
払

う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
町
民
が
長
期
間
に
わ

た
っ
て
利
用
す
る
施
設
は
、
そ
れ

を
利
用
す
る
後
世
代
の
町
民
が
借

入
金
償
還
と
い
う
形
で
少
し
ず
つ

負
担
し
て
い
く
と
い
う
方
が
理
に

か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
単
年
度
の
財
源
不
足

を
地
方
債
＝
町
債
（
借
金
）
で
補

う
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
比
布
町
の
町
債
は
、
平
成
25
年

度
末
残
高
を
み
る
と
一
般
会
計

で
34
億
６
８
４
６
万
円
、
全
会

49
億
４
０
２
１
万
円
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
方
債
を
活
用
し

て
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
過
度
に
地
方
債
に
依

存
す
る
こ
と
は
、
町
財
政
の
健
全

性
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

財
政
運
営
を
考
慮
し
な
が
ら
事
業

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町民１人当たりが負担したお金＝82,101円
３億2,701万円(町税総額)÷3,983人

（本年３月末現在住民基本台帳等登録数） 

町民１人当たりに使われたお金＝837,035円
33億3,391万円(歳出総額)÷3,983人

（本年３月末現在住民基本台帳等登録数） 

平成 25年度末合計

20億 2437万円

■
町
債
（
借
金
）
の
現
状

■
基
金
（
貯
金
）
の
現
状

平成 25 年度末　町債残高

 「車いすの操作が難しかった。段差のある場所を通る
のが怖かった」と話していました。
　また、入所者の車いすを押して、会話を楽しんでい
ました。
　私は、広報係の仕事を通して、町民の立場からは気
づくことのなかった役場の方々の苦労を知りました。
　これからは、役場の方々への感謝の気持ちを忘れず、
もっと町に協力していきたいと思います。

　※この記事と写真は、比布町役場で職場体験を行った

　　武井すみれさんが作成しました。

　10 月７日、比布中学校（丸
田利則校長）で２年生 28 人
を対象とした職場体験が行
われました。
　今年は、消防署やセブン
イレブンなど、23 か所の職
場に分かれて行われました。

　私は役場の仕事を体験し、広報係として職場体験の
様子を取材しました。
 あそか苑では、村中泰之さんが車いすに乗って体が
不自由な状態を疑似体験していました。

比布中学校２年生が

職場体験学習

▲あそか苑で体験中の様子

広報係の仕事に取り組む
武井すみれさん

10 November  2014　広報ぴっぷ



財政健全化法に基づく

比布町の「健全化判断比率等」を公表します

　平成 25 年度決算に基づく比布町の４指標、公営企業の経営状況は、いずれも国の基準を下回り健全団

体となっていますが、国からの交付税の動向によっては指標が悪化するおそれがあるため、引き続き慎重

な財政運営を行っていきます。

比布町の算定結果は？

■４指標で判断します

①実質赤字比率

〔一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模※

に対する比率〕

※標準財政規模～町の標準的な一般財源の収入額

②連結実質赤字比率

〔特別会計を含めたすべての会計を対象とした実質赤

字の標準財政規模に対する比率〕

比布町の場合、①、②はいずれも黒字のため、赤字比

率は発生しません。

③実質公債費比率

〔一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模

に対する比率〕

比布町の場合、実質公債費比率は 10.9％で、国の基

準を下回っています。

④将来負担比率

〔一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財

政規模に対する比率〕

比布町の場合、将来負担比率は 6.6％で、国の基準を

下回っています。

　４指標のうち１つでも国が定める基準を超えた

場合は「早期健全化団体」、「財政再生団体」となり、

それぞれ計画を作成し、財政の健全化を図ること

になります。

※１　早期健全化団体

　～国が定める早期健全化基準を超えた場合、「財

　　政健全化計画」を定め、この計画に沿って、

　　自主的な財政の健全化を図ります。

※２　財政再生団体

　～国が定める財政再生基準を超えた場合、「財

　　政再生計画」を定め、この計画に沿って、国

　　等の関与による財政の健全化を図ります。

● 財政健全化法とは ●

　平成 19 年６月に「地方公共団体の財政の健全化

に関する法律」が、地方自治体財政の「早期健全

化及び財政の再生並びに公営企業の経営の健全化」

を目的として公布されました。 

　この法律で、地方公共団体は、国の算定基準に

基づき、財政の健全性を判断する４つの指標（以下、

４指標という）と、公営企業の経営状況を明らか

にする指標を公表することが義務づけられました。

　これまでの方法の場合、単年度のみの数値だっ

たため、今は良くても将来的に財政が健全なのか

どうかはわかりませんでした。

　この指標により、将来を含めた町の財政状況や、公

営企業会計の経営状況を確認することができます。

●公営企業の経営状況(資金不足比率)

●本町の４指標と国の基準

まちの家計簿

■資金不足比率

〔各公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率〕

比布町は各事業とも資金不足額がないため、資金不足

比率は発生しません。

■問い合わせ■役場総務企画課庶務係　☎８５‐４８０１
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　「
比
布
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
及
び

条
例
施
行
規
則
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事

行
政
の
運
営
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、「
平
成
25
年
度
比
布
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
」
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
役
場
総
務
企
画
課
庶
務
係
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
総
務
企
画
課
庶
務
係

　
☎
８
５
‐
４
８
０
１

平
成
25
年
度
町
職
員
の
給
与
、

勤
務
条
件
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12 November  2014　広報ぴっぷ



（15％加算措置あり）
（15％加算措置あり）
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町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
４
８
０
４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

ぴ
っ
ぷ
ケ
ア
・
カ
フ
ェ
を
開
催
③

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
９
月
は

商
工
会
館
で
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

　

昼
間
と
夜
間
の
２
回
開
催
し
た

意
見
交
換
に
は
24
人
が
参
加
し
、

「
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
商
店
を
営
む
方
々
が
、

「
心
配
な
こ
と
」「
気
に
な
る
こ
と
」

な
ど
を
安
心
し
て
連
絡
・
相
談
が

で
き
る
仕
組
み
を
考
え
ま
し
た
。

い
。
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
が
大

事
。

②
見
守
り
に
つ
い
て
の
意
見

■
地
域
の
み
ん
な
で
お
互
い
に
見

守
る
こ
と
が
大
事
。
見
守
る
側
も

見
守
ら
れ
る
側
も
年
齢
の
違
い
は

な
い

・
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
象
が

75
歳
以
上
と
さ
れ
て
い
る
せ
い

か
、
自
分
が
対
象
年
齢
に
な
っ
た

と
き
、
元
気
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
や
め
て
し
ま
う
。
年
齢
に
関
係

な
く
、
元
気
な
う
ち
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
る
べ
き
。

■
ぜ
ひ
若
い
世
代
の
人
に
も
周
知

し
て
ほ
し
い
。

・
対
象
者
を
「
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
」
に
限
定
せ
ず
、
若
い
人
と

同
居
し
て
い
る
人
も
対
象
と
す
べ

き
。

・
仕
事
で
忙
し
く
、
地
域
の
集
会

に
も
参
加
で
き
な
い
若
い
人
は
、

親
の
こ
と
で
困
っ
た
時
に
誰
に
相

談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
思

う
。

■
区
長
や
班
長
が
町
内
会
を
回
っ

た
時
に
、｢

最
近
元
気
か
い
？｣

な
ど
と
意
識
し
て
声
か
け
を
す
れ

ば
、
対
象
者
を
限
定
す
る
こ
と
な

く
見
守
り
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

・
町
内
会
の
役
員
を
す
る
こ
と
で

地
域
の
人
の
こ
と
が
わ
か
り
、
つ

な
が
り
が
持
て
た
。

・
班
長
や
役
員
に
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
見
守
り
の
意
識
が
高

ま
る
。

③
そ
の
他

■
負
担
感
や
義
務
感
が
少
な
い
こ

と
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
継

続
す
る
カ
ギ
！

・
組
織
の
中
で
の
見
守
り
活
動
は
、

義
務
感
が
あ
る
の
で
や
り
に
く

い
。

・
知
ら
な
い
人
の
家
を
訪
問
す
る

の
は
苦
手
。

・
転
入
者
が
地
域
に
な
じ
む
に
は

何
年
も
か
か
る
。
見
守
り
し
た
く

て
も
顔
な
じ
み
で
な
け
れ
ば
難
し

い
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
楽
し
く
な
い

と
続
か
な
い
。
ふ
ま
ね
っ
と
サ

ポ
ー
タ
ー
は
楽
し
く
続
け
ら
れ

る
。

①
現
状 

　

日
常
生
活
の
中
で
、心
配
な
人
、

気
に
な
る
人
が
い
た
場
合
に
誰
か

に
伝
え
て
い
ま
す
か
？

【
伝
え
た
】

・
物
忘
れ
が
心
配
だ
っ
た
の
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し

た
ら
対
応
し
て
く
れ
た
。

・
親
の
認
知
症
を
周
り
の
人
に
伝

え
て
い
た
の
で
、
親
が
道
に
迷
っ

た
と
き
に
家
ま
で
送
り
届
け
て
く

れ
た
。

【
伝
え
な
か
っ
た
】

・
ど
の
よ
う
な
状
態
の
時
に
連
絡

し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・
普
段
か
ら
関
わ
り
が
な
い
た
め
、

「
あ
れ
？ 

い
つ
も
と
違
う
」
と
い

う
変
化
に
気
づ
け
な
い
。

・
民
生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

名
前
と
連
絡
先
は
知
っ
て
い
て
も

顔
の
見
え
る
関
係
で
は
な
い
の
で

伝
え
な
か
っ
た
。
地
域
で
集
ま
っ

た
時
な
ど
に
紹
介
し
て
も
ら
い
た

テ
ー
マ
は

「
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

日時　12 月４日（木）午後１時 30 分から

場所　町農村環境改善センター　多目的ホール

演題　「地域で取り組む認知症予防（仮題）」

講師　北海道認知症グループホーム協会

　　　顧問　　武田　純子　氏

申し込みは不要です。ぜひ、ご来場ください！

認知症予防講演会を開催します

14 November  2014　広報ぴっぷ



子どもの広場11月の行事予定
＊子どもの広場＊

■開催日■　毎週月・金曜日
　　　　　　（午前９時～正午、午後１時～３時）
■内容■　入園前の親子を対象に、遊びや育児に関しての
情報提供や保護者同士の交流の場として開催しています。

予約は不要です。
＊子育て相談＊

■開催日■　毎週水曜日
■内容■　保育士による子育て相談を行います。必要に応
じて、保健師や栄養士も対応します。事前に予約が必要です。
※町民カレンダーに開催日を掲載しています。

＊今月のイベント ＊

■おかいものごっこ　11 月 28日（金）午前 11 時ごろ
　みんなで楽しくおかいものをしましょう！ 申し込みは、
保健センターまで
■問い合わせ■保健センター ☎８５‐２５５５

「
き
た
よ
ん
」
ス
ロ
ー
ガ
ン

比
べ
な
い
の
は
当
た
り
前
、
み
ん

な
で
上
が
ろ
う
愛
の
地
域
（
ぶ
た
い
）

障
が
い
者
虐
待
の
防
止

　
平
成
24
年
10
月
に
障
害
者
虐
待

防
止
法
が
施
行
さ
れ
て
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。

■
障
が
い
者
虐
待
と
は

①
養
護
者
（
家
族
や
同
居
人
）
に

よ
る
も
の
　

②
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
も

の
　

③
使
用
者
（
勤
め
先
の
経
営
者
な

ど
）
に
よ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

■
障
が
い
者
虐
待
は
、
次
の
５
つ

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
的
（
障
が
い
者
の
体
を
傷

つ
け
た
り
、
拘
束
す
る
）　

②
放
棄
・
放
置
（
障
が
い
者
に
食

事
や
入
浴
を
さ
せ
な
い
な
ど
）　

③
心
理
的
（
障
が
い
者
の
心
が
傷

つ
く
よ
う
な
こ
と
を
い
う
、
拒
絶

す
る
）　

④
性
的
（
障
が
い
者
に
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
す
る
、
さ
せ
る
）　

⑤
経
済
的
（
本
人
の
お
金
を
無
断

で
使
用
す
る
な
ど
）

　
も
し
も
、
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り

で
前
記
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
そ
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
た
り

す
る
場
合
に
は
、
市
町
村
や
北
海

道
の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

通
報
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
行
わ
れ
て
い
る
行
為
が
虐
待

で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な

い
と
き
は
虐
待
で
は
な
い
こ
と
が

確
認
で
き
る
ま
で
、
虐
待
と
し
て

扱
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
虐
待
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
上

で
、
虐
待
す
る
側
・
さ
れ
る
側
の

「
自
覚
」
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

家
族
の
意
向
と
障
が
い
者
本
人
の

や
り
た
い
こ
と
は
違
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
も
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
と

り
で
判
断
せ
ず
、
何
人
か
で
話
し

合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
障
が
い
者
虐
待
は
、
障
が
い
者

施
設
や
家
庭
な
ど
閉
鎖
的
な
環
境

で
起
こ
っ
て
お
り
、
障
が
い
者
が

自
分
で
訴
え
る
こ
と
も
難
し
い
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
す
る

に
は
ま
わ
り
の
方
の
通
報
が
不
可

欠
で
す
。

　
当
麻
町
・
比
布
町
・
愛
別
町
・

上
川
町
に
お
住
い
の
方
は
、
き
た

よ
ん
で
通
報
・
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
虐
待
の
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
が
社
会
全
体
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
研
修
会
資
料
よ
り
一
部
抜
粋
）

■
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

当
麻
町
３
条
東
２
丁
目
11
番
１
号

（
当
麻
町
役
場
庁
舎
内
）

電
話　

 

８
４
‐
７
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
４
‐
７
３
３
３

▼
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

８
４
‐
７
２
２
２
（
24
時
間
対
応
）

き
た
よ
ん
通
信
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第５話

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
栄

養
士
の
加
藤
で
す
。
健
康
に
な
れ

る
栄
養
の
話
を
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

高
尿
酸
血
症
の

予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
②

　

今
回
は
、
腎
臓
か
ら
の
尿
酸
の

排
せ
つ
量
が
減
少
す
る
場
合
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

尿
酸
は
、
タ
ン
パ
ク
質
や
プ
リ

ン
体
の
代
謝
物
で
す
。
大
部
分
は

腎
臓
で
濾こ

し
て
尿
に
出
し
て
捨
て

ら
れ
ま
す
。

　

排
せ
つ
量
の
低
下
の
原
因
に

は
、
遺
伝
や
病
気
、
脱
水
、
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
生
活
習
慣
に
大

き
く
関
わ
る
の
が
「
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
」
で
す
。

◇
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
（
高
イ
ン

ス
リ
ン
血
症
）
に
よ
る
尿
酸
排
せ

つ
量
の
低
下

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
、
血
糖
の
調
節

で
知
ら
れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

　

肥
満
や
運
動
不
足
に
な
る
と
、

イ
ン
ス
リ
ン
は
出
て
い
て
も
、
血

糖
が
下
が
ら
な
い
と
い
う
「
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
」を
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
時
、
膵す

い
ぞ
う臓
は
イ
ン
ス
リ
ン

が
足
り
な
い
と
感
じ
、
血
糖
を
正

常
に
し
よ
う
と
イ
ン
ス
リ
ン
を
た

く
さ
ん
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
に
は
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
は
使
わ

れ
な
い
た
め
、
血
液
の
中
は
高
イ

ン
ス
リ
ン
血
症
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
腎
臓
に
対
し
て

尿
酸
を
出
さ
な
い
よ
う
に
働
き
ま

す
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
多
く
な
る
と

こ
の
働
き
が
高
ま
る
た
め
、
排
せ

つ
量
が
低
下
し
ま
す
。

◇
尿
酸
の
排
せ
つ
量
を
増
や
す
た

め
に

①
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
改
善

　

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
は
、
肥
満

を
改
善
す
る
こ
と
、
内
臓
脂
肪
を

減
ら
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）
が
25
以

上
の
場
合
、
今
の
体
重
よ
り
５
％

く
ら
い
減
ら
す
こ
と
で
改
善
が
み

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
高
イ
ン
ス

リ
ン
血
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
血

糖
の
高
い
時
間
を
少
な
く
す
る
食

べ
方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ご
飯
、
麺
類
、
パ
ン
な
ど
炭
水

化
物
の
多
い
食
品
を
一
度
に
た
く

さ
ん
食
べ
る
と
、
血
糖
が
急
に
増

え
て
イ
ン
ス
リ
ン
を
大
量
に
使
い

ま
す
。
野
菜
の
お
か
ず
を
一
緒
に

食
べ
る
よ
う
に
し
て
量
を
調
節
し

ま
し
ょ
う
。

②
脱
水
の
予
防

　

尿
酸
は
、
腎
臓
で
濾
し
て
尿
で

捨
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
に
水
分

が
不
足
す
る
と
捨
て
る
量
が
減
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
１
日
１
・
５
～

２
㍑
の
水
分
を
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

高
尿
酸
血
症
の
予
防
は
腎
臓
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

血
液
の
中
は
検
査
し
な
け
れ
ば

わ
か
り
ま
せ
ん
。
１
年
に
１
回
は

健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
血
液

デ
ー
タ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
②

◎
高
血
圧
の
原
因

　

ど
う
し
て
高
血
圧
が
起
こ
る
の

か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
は
っ
き
り
と

原
因
が
わ
か
る
高
血
圧
を
二
次
性

高
血
圧
（
症
候
性
高
血
圧
）
と
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
体
の
１
割

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
高
血
圧
の
大
部
分

は
、
ど
ん
な
検
査
を
し
て
も
原
因

が
特
定
で
き
ず
、
二
次
性
高
血
圧

で
は
な
い
、
本
態
性
高
血
圧
で
す
。

◎
高
血
圧
の
自
覚
症
状

　

高
血
圧
に
な
っ
て
も
、
自
覚
症

状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
人

に
よ
っ
て
は
、
「
高
血
圧
と
診
断

さ
れ
る
直
前
か
ら
肩
こ
り
が
ひ
ど

く
な
っ
た
」
「
頭
痛
が
す
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
う
人
が
い
ま
す

が
、
こ
れ
も
高
血
圧
特
有
の
症
状

で
は
な
い
た
め
、
症
状
だ
け
で
高

血
圧
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
定
期
的
に
血
圧
を
測
っ
て

い
な
い
と
、
高
血
圧
を
発
見
す
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

　

定
期
健
診
を
受
け
て
早
い
う
ち

に
発
見
が
で
き
、
「
血
圧
が
高
い

か
ら
、
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う

に
」
と
伝
え
て
も
、
自
覚
症
状
が

な
い
か
ら
と
放
置
す
る
人
が
い
ま

す
。
放
置
す
る
と
、
血
管
が
硬
く

な
る
動
脈
硬
化
に
な
っ
た
り
、
の

ち
に
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
）
や
脳
卒
中
な
ど
の
発

作
を
起
こ
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
日
本
人
に
は
高
血
圧
の

人
が
と
て
も
多
く
、
約
７
８
１
万

人
も
の
人
が
治
療
を
受
け
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
か
え
っ
て
、
あ
ま
り

危
険
な
状
態
だ
と
い
う
意
識
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
ま
ま
に
、
長
年
か
か
っ
て
ひ
そ

か
に
血
管
を
む
し
ば
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
「
サ
イ
レ
ン
ト
・

キ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
恐
ろ
し
い

病
気
な
の
で
す
。

■
お
知
ら
せ
■

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
接
種
し
て
か
ら
実
際
に
効
果

を
発
揮
す
る
ま
で
に
約
２
週
間
か

か
り
ま
す
の
で
、
12
月
中
旬
ま
で

に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

加
藤
一
哉

＊毎月第２・４水曜日 9:00 ～ 15:00 は、旭川医大第３内科（消化器内科）の専門医師が診察します＊
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昨日のまこと、今日のうそ
髪結い伊三次捕物余話
宇江佐　真理 /著　

不破龍之進ときいとの間に長男が生
まれ、伊三次一家もお祝いのムード
に包まれる。一方、絵師としての才
能に疑問を感じ始めた伊与太は、当
代一の絵師、葛飾北斎のもとを訪れ
る。髪結い伊三次シリーズ第 13 弾。

きらきら は・は・歯
室井　滋 /文　長谷川　義史 /絵

よしおの家族はみんな、歯のトラブ
ルに悩んでいた。隣に住むケントの
家族はいつでも歯がぴかぴかで幸せ
いっぱい。よしお家族は、ケント家
族の様子をこっそり見に行くこと
に。虫歯を予防するにはどうしたら
いいのかが、よくわかるお話です。

ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート
11月のお知らせ
□開館時間　午前 10 時～午後６時
□休館日　毎週月曜日 (祝日の場合は次の日 )
　　　　　４日、10 日、17 日、25 日
　　　　　館内整理日 26日（水）
□ぶっくん☆シアター　

　　　　　「蝉しぐれ」　22 日（土）、23 日（日）
　　　　　午前 10 時：第１～４話、
　　　　　午後２時：第５～７話（最終回）　
　　　　　※１話（約 45 分）。２日間とも同じ上映時間です。
　　　　　　　入場無料。上映会場は飲食可能です。

藤沢周平原作の「蝉しぐれ」をドラマ化。
一人の青年藩士を翻弄する、あまりにも過
酷な運命。それでもなお強く、美しく、気
高く生きる…。

17 広報ぴっぷ　November  2014



大
切
な
手
続
き
で
す

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

年
末
調
整
は
、
毎
月
の
給
与
や

賞
与
な
ど
を
支
払
う
と
き
に
源
泉

徴
収
し
た
税
額
と
、
そ
の
年
の
給

与
総
額
に
対
し
て
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
年
税
額
を
比
べ
て
過
不

足
を
精
算
す
る
も
の
で
、
給
与
の

源
泉
徴
収
の
総
決
算
と
も
い
う
べ

き
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

説
明
会
で
は
、
旭
川
東
税
務
署

の
担
当
者
が
年
末
調
整
の
仕
方

や
、
法
定
調
書
の
書
き
方
、
各
種

控
除
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
説

明
を
行
い
ま
す
。

　

雇
用
主
や
給
与
担
当
者
の
方

は
、
税
務
署
か
ら
事
前
に
送
付
さ

れ
る
資
料
を
持
参
の
う
え
、
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

■
日
時
■
11
月
18
日
（
火
）
午
前

10
時

■
場
所
■
図
書
館
視
聴
覚
室

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
税
務
住
民
課
税
務
係

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
有
地
を
売
却
し
ま
す

　

町
で
は
、
蘭
留
市
街
地
付
近
の

旧
一
念
寺
跡
地
を
次
の
と
お
り
売

却
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
土
地
の
内
容
■　
　

▼
地
番　

１
４
８
０
番
８
３
ほ
か

１
筆

▼
面
積　

６
１
４
・
４
８
㎡

▼
地
目　

宅
地
等

■
申
込
期
限
■
11
月
28
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
総
務
企
画
課
財
務
係

利
用
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

農
産
加
工
室
12
月
分
申
し
込
み

　　

12
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間

に
、
改
善
セ
ン
タ
ー
農
産
加
工
室

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
加
工
品
目

と
数
量
を
ま
と
め
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
締
切
■
11
月
10
日
（
月
）

■
抽
選
会
■
11
月
17
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
産
業
振
興
課
特
産
振
興
係

参
加
チ
ー
ム
募
集
中
！

第
36
回
全
町
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
親
睦

と
交
流
を
深
め
、
互
い
に
健
康
な

体
と
明
る
い
心
を
培
い
、
ス
ポ
ー

ツ
の
活
性
化
と
地
域
の
連
帯
高
揚

を
図
る
た
め
、
全
町
女
性
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
■
12
月
７
日
（
日
）
午
前

９
時
開
会
式

■
会
場
■
町
体
育
館

■
参
加
資
格
■
11
月
１
日
現
在
で

住
民
登
録
の
あ
る
、
町
内
在
住
の

中
学
生
以
上
の
女
性
（
男
性
も
一

部
参
加
可
能
。
詳
細
は
要
項
に
て

確
認
く
だ
さ
い
）

■
チ
ー
ム
編
成
■

①
選
手
登
録
人
数
は
15
人

②
市
街
地
区
の
行
政
区
は
２
チ
ー

ム
ま
で
出
場
可（
た
だ
し
、１
チ
ー

ム
は
女
性
の
み
で
編
成
す
る
チ
ー

ム
と
す
る
こ
と
）

③
市
街
地
区
以
外
の
行
政
区
は
、

単
独
で
の
出
場
を
基
本
と
す
る

が
、
混
成
チ
ー
ム
で
の
出
場
可

■
参
加
締
切
■
11
月
10
日
（
月
）

■
代
表
者
会
議
■
11
月
18
日（
火
）

午
後
７
時
、
福
祉
会
館
第
３
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ
■

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

お
知
ら
せ
し
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助

　　

「
比
布
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

に
よ
り
、
町
内
の
耐
震
化
促
進
の

た
め
、
戸
建
て
木
造
住
宅
所
有
者

情 報 満 載
８５－２１１１
８５－４８０１
８５－４８０２
８５－４８０３
８５－４８０４
８５－４８０６
８５－４８０７
８５－４８０８
８５－４８０９
８５－２２６２
８５－３３５４
８５－２５１３
８５－２５５５
８５－４０１１
８５－２３８３
８５－４７００

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
　　　
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
農業対策室
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ

みなさんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介
ください。最近の写真とコメントを添えて、役
場総務企画課広報係にお寄せください。写真は
カラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお
待ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

自称、野球少年団。やきゅう、だぁ～
い好き!! お兄ちゃんと一緒に少年団で
日々特訓中!! (よくサボっちゃうけど
(^_^;)) 目指せ二刀流“大谷 翔平”!! 
みなさん、いつも迷惑かけていますが、
これからもよろしくお願いしますo(^o^)o

藤
ふじもと

本　煌
かいと

叶ちゃん

敏之さん・紀久美さんの次男

（４歳４か月・緑町）
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へ
の
支
援
と
し
て
「
比
布
町
既
存

住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅
■
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
も
の

□
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
※

住
宅
で
、
耐
震
改
修

を
行
う
も
の

※
住
宅
～
戸
建
て
、
長
屋
、
併
用

住
宅
及
び
共
同
住
宅

□
耐
震
診
断
の
結
果
、
現
行
の
耐

震
関
連
規
定
に
満
た
な
い
と
判
断

さ
れ
て
い
る
こ
と

□
平
成
27
年
２
月
15
日
ま
で
に
、

工
事
が
完
了
す
る
も
の

■
補
助
金
額
■
（
耐
震
改
修
工
事

の
費
用
／
補
助
金
額
）

□
20
万
円
未
満
／
耐
震
改
修
工
事
額

□
20
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満

／
20
万
円

□
２
０
０
万
円
以
上
３
０
０
万
円

未
満
／
10
％
相
当
額

□
３
０
０
万
円
以
上
／
30
万
円

■
耐
震
診
断
■
無
料
耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
図
面
等
の
そ

ろ
っ
て
い
る
住
宅
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
建
設
課
建
築
係

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

街
灯
に
異
常
が
あ
っ
た
と
き
は

　

街
灯
は
、
道
路
を
明
る
く
照
ら

し
夜
間
の
通
行
に
欠
か
せ
な
い
設

備
で
す
。

　

近
所
や
地
域
な
ど
町
内
の
街
灯

が
「
夜
間
点
灯
し
て
い
な
い
」
ま

た
は
「
昼
間
で
も
点
灯
し
て
い

る
」
な
ど
の
異
常
に
お
気
づ
き
の

際
は
、
役
場
建
設
課
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
建
設
課
維
持
係

戸

籍

の

ま

ど

 （
10
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女

世帯数

３，９５２
１，８６５
２，０８７
１，８４６

人

人

人

世帯

（＋３）
（＋１）
（＋２）
（＋３）

まちの人口（９月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

情報＊満載

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　

椿　
　

京
子
さ
ん　
　
　

63
歳
（
17
区
）

　

石
垣
ま
さ
の
さ
ん　
　
　

94
歳
（
９
区
）

国民年金保険料
免除制度をごぞんじですか？

　保険料免除制度　　… 納付が困難なとき

　経済的な理由など、保険料を納めることが困難なときに利用できる制
度で、申請が承認されると保険料納付の全額または一部が免除されます。
※本人、世帯主、配偶者の前年所得が、一定額以下、または失業中な
どで収入がない方

　若年者納付猶予制度　　… ３０歳未満の方

　本人が 30 歳未満であるときに限って利用できる制度で、申請が承認
されると保険料全額の納付が猶予されます。
※本人、配偶者（世帯主の所得審査はありません）の前年所得が一定
額以下、または失業などで納付が困難な方

　学生納付特例制度　　… 学生の方

　学生に限って利用できる制度で、申請が承認されると保険料全額の
納付が猶予されます。
※本人の前年の所得が一定額以下の方

■問い合わせ■役場税務住民課戸籍年金係■
■旭川年金事務所　☎２７-１６１１■

★☆ 国民年金保険料は忘れずに納めましょう ☆★

　
税
務
住
民
課
の
窓
口
で
は
、

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）
の

提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
り
す
ま
し
や
第
三
者
か
ら

の
不
正
な
届
出
、
請
求
を
防
止

す
る
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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お
知
ら
せ
し
ま
す

自
衛
官
募
集
案
内

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
学
生

■
応
募
資
格
■
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
で
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者

ま
た
は
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期

修
了
者
（
平
成
27
年
３
月
に
中
学

校
卒
業
ま
た
は
、
中
等
教
育
学
校

修
了
見
込
み
の
者
を
含
む
）

■
受
付
期
間
■
11
月
１
日
（
土
）

～
平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

■
試
験
日
■
平
成
27
年
１
月
24
日

（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　
北
地
区
隊 

☎
５
４
‐
５
６
１
７

　
役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

11
月
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日

　

国
で
は
、
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
撤
廃
国
際
日
」
に
合
わ
せ
、
毎

年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
を

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
と
し
、
こ
の
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
機
会
に
男
女
の
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
暴
力
を
伴

わ
な
い
人
間
関
係
の
築
き
方
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
総
務
企
画
課
企
画
振
興
係

ご
相
談
く
だ
さ
い

女
性
の
人
権
相
談
を
開
催
し
ま
す

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
電
話
及
び
面
談
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫

や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
レ
ン
ス
）、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。

　

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、
予

約
は
い
り
ま
せ
ん
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

■
日
時
■
11
月
17
日
～
23
日
、（
平

日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
相
談
電
話
番
号
■

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

▼
女
性
の
た
め
の
特
設
相
談
所

■
日
時
■
11
月
22
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時

■
場
所
■
旭
川
合
同
庁
舎
西
館
１

階
会
議
室

■
相
談
員
■
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
３
８
‐
１
１
１
４

お
知
ら
せ
し
ま
す

白
色
申
告
の
方
の

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

　

個
人
の
白
色
申
告
の
方
で
、
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山

林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う

す
べ
て
の
方
（
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い

方
を
含
む
）
は
、
平
成
26
年
１
月

か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
全

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
国
税

（■コース　回数 / 対象 / 定員 / 受講料）

■一般（午前・午後）
　全８回 / 中学生以上 /午前・午後各 10 人 /11,000 円

■小中学生（午前・午後）
　全８回 / 小中学生 /午前・午後各 80 人 /12,000 円

■幼児（午前・午後）
　全８回 / 就学１年前の幼児 /午前・午後各 25 人 /15,000 円

■エンジョイ（午後）
　全８回 /おおむね 50 歳以上 /10 人 /11,000 円　

■級別１級チャレンジレッスン
　全６回 / 級別 2級保持者 /10 人 /10,000 円

■ジュニアアスリート
　全 15 回 / 小中学生（級別 2級以上）/10 人 /20,000 円

■短期コース（１期・２期）
　全３回/就学１年前の幼児以上/30人 /8,000円

全日本スキー連盟公認 比布スキー学校

2015 年 比布スキー学校　各コースのご案内
　所定の申し込み用紙に必要事項を記入の上、「一
斉受付会場」にて受講料を添えてお申し込みくだ
さい。各コースとも定員になり次第締め切ります。
　なお、定員に満たなかったコースは、12 月１日
からスキー学校で、随時受け付けます。

〈一斉受付〉　
■日時　11 月 23 日（日）　9：30‐12：00　
■場所　福祉会館

詳しくは役場、旭川市内のスポーツ店などに設置して
いる「スキーレッスン募集案内」をご覧ください。

比布スキー学校　
☎８５‐３１４８（12 月１日から常駐予定）
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11月の行事予定
 6㈭ まちづくり懇談会
  19：00　南分館（1～ 3区）

  13：30　東園地域センター（12 ～ 19区）

  18：00　福祉会館（市街地区）

 7㈮ まちづくり懇談会
  19：00  蘭留地域センター（20 ～ 25区、ランル町区）

  13：30　福祉会館（4～ 11、26区）

 9㈰  近隣町中学生新人卓球大会
  19：00 体育館

  グリーンパークぴっぷ営業終了（予定）

 14㈮ 中央小学校わくわくフェスティバル
  11：30 中央小学校

 17㈪ 第４回議会臨時会
  15：00 役場（議場）

 18㈫ 第５回農業委員会総会
  13：30 役場（議場）

 19㈬ 老人文化祭　～ 20日
  10：00 農村環境改善センター

 20㈭ 健康講演会
  13：00 農村環境改善センター

 22㈯ 中央小学校開校50周年記念式典
  10：00 同校

 23㈰ 上川管内町村剣道大会
  19：00 体育館

 29㈯ くるみ保育園おゆうぎ会
  9：00 農村環境改善センター

 1㈪ ぴっぷスキー場開場式
  10：30 ぴっぷスキー場

 7㈰ 全町女性バレーボール大会
  19：00 体育館

※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

12 月号は 12 月３日発行予定です

ストップ・ザ・交通事故死
～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

11 月 11 日（火）～ 20 日（木）
冬の交通安全運動

12/

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
次
の
各
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
中
税
務
署
　

☎
９
０
‐
１
４
５
１
　

　
旭
川
東
税
務
署
　

☎
２
３
‐
６
２
９
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

借
金
お
悩
み
電
話
相
談

　

あ
な
た
の
借
金
の
お
悩
み
を
電

話
で
お
話
し
く
だ
さ
い
。
旭
川
弁

護
士
会
所
属
の
弁
護
士
が
対
応
し

ま
す
。

 

相
談
は
無
料
で
、
誰
に
も
知
ら

れ
ず
に
相
談
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
■
12
月
10
日
（
水
）、
11

日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
７
時

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
弁
護
士
会

☎
２
５
‐
７
４
９
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

障
害
年
金
無
料
相
談
会
を
開
催

　

障
害
年
金
受
給
の
手
続
き
な
ど

の
相
談
に
、
社
会
保
険
労
務
士
が

個
別
に
応
じ
ま
す
。

　

「
心
の
病
」
「
難
病
」
「
が
ん
」

そ
の
他
の
障
害
、
病
気
で
自
分
は

受
け
ら
れ
な
い
か
も
と
思
っ
て
い

る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
に
ち
■
11
月
29
日
（
土
）

■
場
所
■
旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
お
ぴ
っ
た
（
旭
川
市
宮

前
通
東
４
１
５
５
‐
３
０
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　
障
害
年
金
支
援
の
会

　
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士

　
　
皆
川
　
ゑ
み
子

☎
５
３
‐
８
１
１
５

比布町立ぴっぷクリニック　☎８５‐２２２２

◆募集内容　【正職員】看護師・准看護師（若干

名）、臨床工学技士（１名）【パート】厨房（１名）

※広報紙では町内事業所の求人案内を掲載していま

す。掲載を希望する事業所は、広報係までお問い合

わせください。

町内求人案内 募集しています

21 広報ぴっぷ　November  2014



　町教委主催のさわやかマラソン

が 10 月５日、中央小学校周辺コー

スで行われ、小学生以上の約 240

人が参加しました。

　スタート合図と同時に飛び出し

たランナーたちは、小学１・２年

生が１キロ、小学３・４年生が 1．

5キロ、小学５・６年生が2.5キロ、

中学生と高校生以上の女子は３キ

ロ、男子は５キロのコースを、応

援に訪れた家族らの声援を受けな

がら、全員が最後まで力いっぱい

走りきることができました。

全員が完走

さわやかマラソン

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
話

題
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
○
内
の
数
字
は
順
位
（
敬
称
略
）

　

町
内
関
係
者
の
み

◆
第
32
回
全
道
選
抜
苫
小
牧
地
区

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
研
修
大
会

（
９
月
21
日
・
苫
小
牧
市
）

【
女
子
】
▽
５
年
②
山
田
萌
華
・
田

中
仁
湖
③
本
多
桃
子
・
平
野
心
海

◆
北
支
部
秋
季
少
年
野
球
大
会

（
９
月
23
～
27
日
・
鷹
栖
町
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス
①
比
布
野
球
少
年
団

◆
第
16
回
孝
照
杯
交
流
少
年
野
球

大
会

（
９
月
23
日
～
10
月
５
日
・
ぴ
っ
ぷ
球
場
ほ
か
）

②
比
布
野
球
少
年
団

優
秀
選
手
賞
＝
遠
藤
駿
介

◆
第
15
回
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
９
月
24
日
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
）

【
男
性
】
①
佐
藤
充
代
②
大
古
場

秀
雄
③
五
十
嵐
義
秋

【
女
性
】
①
水
内
順
子
②
大
河
弘

子
③
尾
崎
誠
子

◆
第
２
回
北
海
道
小
学
生
シ
ン
グ

ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
９
月
27
日
・
美
唄
市
）

【
女
子
】
▽
５
年
生
以
下
③
山
田

萌
華

◆
第
40
回
全
日
本
高
等
学
校
団
体

選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
旭
川
支

部
予
選
会

（
９
月
27
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】
①
旭
川
実
業
（
西
銘
美
咲
）

◆
月
例
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
10
月
３
日
・
百
年
記
念
公
園
）

【
男
性
】
①
小
室
英
雄
②
佐
藤
充

代
③
澤
田
博

【
女
性
】
①
水
内
順
子
②
尾
崎
誠

子
③
戸
野
塚
恵
子

◆
第
２
回
北
海
道
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

上
川
代
表
戦

（
10
月
４
日
・
旭
川
市
）

【
男
子
】
③
中
谷
紫
温

【
女
子
】
①
藤
田
晃

※
上
川
地
区
代
表
と
な
っ
た
右
記

の
両
選
手
と
、
７
月
に
開
催
さ
れ

た
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｕ
ー
14
北
海

道
選
手
選
考
会
で
優
勝
し
た
渡
邊

真
衣
選
手
は
、
12
月
27
日
、
砂
川

市
で
開
か
れ
る
全
道
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

◆
第
６
回
あ
す
な
ろ
カ
ッ
プ
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
10
月
５
日
・
札
幌
市
）

【
女
子
】
▽
５
年
②
本
多
桃
子
・

平
野
心
海

◆
第
27
回
お
お
ー
い
で
っ
か
い
ど

う
カ
ボ
チ
ャ
大
会

（
10
月
５
日
・
滝
川
市
）

【
重
量
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
】
②
澁

谷
興
二
（
４
２
９
㌕
）

◆
第
４
回
ゴ
ー
セ
ン
杯
全
道
選
抜

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
美
唄
大
会

（
10
月
11
日
・
美
唄
市
）

【
女
子
】
①
渡
邊
真
衣

◆
上
川
管
内
中
央
地
区
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
新
人
戦

（
10
月
11
～
12
日
・
当
麻
町
）

【
男
子
】
▽
団
体
①
比
布
中
▽
個

●大会の結果

【小学生男子】▽１年①丸谷一颯②山口歩琉③大石陽斗▽２年①合田健

人②山口空蒼③勝見颯斗▽３年①山田蓮②尾張湊人③山口竜之介▽４

年①門脇摩皇②大平将夢③小田雄斗▽５年①佐々木高伸②吉村悠吾③

久保田颯▽６年①遠藤駿介②西木戸愛斗③牧亮汰

【小学生女子】▽１年①山田玲華②松浦琉夏③樋口リリカ▽２年①松澤

琥珀②土屋夏希③小泉友里▽３年①小菅生莉子②長尾柑奈③寒河江思子

▽４年①堺七虹②西木戸愛梨③中皐乃▽５年①浅野亜純②古川未翔③

松浦梨瑚▽６年①瀬川明日香②児島綾音③福地桃花

【中学生男子】①太田圭昭②中谷紫温③加地直喜

【中学生女子】①加地咲実②加地萌実③中根優唯

【高校生以上男子】①長尾隆善②宮武秀夫③齋藤慎也

【高校生以上女子】①齋藤祥子②小林愛莉
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スポーツ奨励賞に

平山望さ
ん・坂上博亮さ

ん・比布中学校ソフトテニス部

　町体育協会では、町内のスポーツ振興に貢献した

個人や団体に対して表彰を行っています。

　今年はスポーツ奨励賞に平山望さん、坂上博亮さ

ん、比布中学校ソフトテニス部が選ばれました。

平山望さ
ん（旭川実業高等学校３年）

　10月13日に町体育館で行われた表彰式では、髙橋

勝寛会長から功績をたたえて表彰状などが手渡され

ました。

　これからも、益々のご活躍を期待します。

比布中学校ソフトテニス部

　小学３年生より比布ソフトテ

ニス少年団に入団し、ソフトテ

ニスを始め、比布中学校でもソ

フトテニス部で活躍。旭川実業

高等学校進学後もソフトテニス

部に在籍し、今年３月には第39

回全日本高等学校選抜ソフトテ

ニス大会に出場するなど、各種

大会で活躍されました。

坂上博亮さ
ん（比布中学校３年）

　小学校１年生より比布野球少

年団に入団し、軟式野球を始め

ました。中学生からは硬式野球

チーム「旭川大雪ボーイズ」に

入団、外野手としてレギュラー

で活躍し、今年８月の第45回日

本少年野球選手権大会に出場す

るなど、各種大会で優秀な成績

を残されました。

　比布中学校に在籍する中学生

15人で活動し、週６日間の練習

で心技体の向上に努めていま

す。その成果が実を結び、北海

道中学校体育大会第35回北海道

中学生ソフトテニス大会の団体

戦で優勝し、18年ぶりに全国大

会に出場されました。

人
①
中
谷
紫
温
・
髙
瀨
敏
希
③
石

田
航
陽
・
牧
野
開
陸

【
女
子
】
▽
団
体
①
比
布
中
▽
個

人
①
藤
田
晃
・
大
川
彬

※
右
記
は
上
川
中
央
地
区
代
表
と

し
て
、
団
体
戦
は
11
月
14
日
、
個

人
戦
は
11
月
29
～
30
日
に
当
麻
町

で
開
か
れ
る
上
川
管
内
代
表
決
定

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

◆
あ
さ
ひ
か
わ
新
聞
杯
争
奪
第
19

回
旭
川
少
年
野
球
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会

（
10
月
11
～
13
日
・
旭
川
市
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス
②
比
布
野
球
少
年
団

◆
第
13
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

（
10
月
13
日
・
町
体
育
館
）

【
小
学
生
男
子
の
部
】
①
合
田
健

人
②
勝
見
颯
斗
、
丸
谷
一
颯

【
小
学
生
女
子
の
部
】
①
土
屋
美

沙
希
②
平
野
心
海
、
田
中
芽
依

【
中
学
生
男
子
の
部
】
①
久
保
田

蓮【
高
校
生
以
上
30
歳
未
満
女
子
の

部
】
①
平
野
菜
摘
②
細
野
春
花

【
30
歳
以
上
60
歳
未
満
男
子
の
部
】

①
宮
武
秀
夫
②
合
田
一
広

◆
第
20
回
旭
川
オ
ー
プ
ン
小
学
生

卓
球
大
会

（
10
月
13
日
・
旭
川
市
）

【
男
子
】
▽
６
年
③
平
岡
稜
真

【
女
子
】
▽
５
年
②
有
岡
紗
希

◆
で
ん
す
け
カ
ッ
プ
中
学
生
卓
球

大
会

（
10
月
18
日
・
当
麻
町
）

【
女
子
】
▽
個
人
②
平
野
美
来
③

宍
戸
李
衣

◆
比
布
町
長
旗
争
奪
少
年
野
球
大

会
（
10
月
19
日
・
ぴ
っ
ぷ
球
場
ほ
か
）

①
比
布
野
球
少
年
団

◆
第
20
回
な
な
か
ま
ど
杯
少
年
剣

道
大
会

（
10
月
19
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】
▽
５
・
６
年
生
③
土
屋
美

沙
希

◆
２
０
１
４
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

（
10
月
19
日
・
町
体
育
館
）

【
女
子
】
①
す
み
れ
②
ポ
ピ
ー
③

さ
く
ら

【
混
成
ベ
テ
ラ
ン
】
①
チ
ー
ム
津

久
井
②
Ｋ
Ｓ
Ｂ

【
混
成
ビ
ギ
ナ
ー
】
①
シ
ャ
ト
ル

②
太
田
山

◆
旭
川
卓
球
大
会

（
10
月
19
日
・
旭
川
市
）

【
女
子
】
▽
５
年
②
有
岡
紗
希
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●問い合わせ●

　役場産業振興課商工労働係

　☎８５‐４８０６

た。３日後に集金に来る予
定になっている。一人住ま
いで、高額な契約をしたこ
とが心配で夜も眠れない。

（80 歳代 男性）

◇◆消費者へのアドバイス◆◇
●「特別に値引きする」などと言葉巧みに契約を
迫られても、その場で契約してはいけません。いっ
たん帰ってもらい、家族や周囲の人に相談しましょ
う。必要なければきっぱり断ることも大切です。
●契約してしまっても、クーリング・オフや契約
の取り消し等ができる場合があります。困ったと
きは、消費生活センターや警察に相談しましょう。

「無料で点検」のはずが、浄水器を買うハメに… 点検商法に注意！

～誘いに乗らない、申し込まないことが肝心～

■消費者ホットライン　☎０
ゼロゴーナナゼロ

５７０-０
守ろうよ

６４-３
みんなを

７０　■旭川市消費生活センター　☎０１６６-２２-８２２８

すぐに消費生活センターに相談しましょう

　「無料で点検」などを口実に訪問し、点検後に消

費者の不安をあおり、新たに製品を購入させる手

口です。業者を安易に家の中に入れないようにし

ましょう。

◇◆主な相談事例◆◇
◎ 突然「浄水器は点検が必要です。無料ででき
ます」と電話があった。10 年前に買った古い浄水
器を使っており、無料ならよいと思い、来てもら
うことにした。その日の夕方、男性が来て、点検後、
「サビだらけなので買い換えたほうがよい」と新
しい浄水器の購入を勧めた。50 万円と高額だった
ので断ったところ、「本社と交渉したら、特別に
38万円になった」と迫られたため、契約してしまっ

　

町
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
ぴ
っ
ぷ
の
食
と
農
を
楽
し
も
う　

秋
の
大
収
穫
祭
」（
実
行
委
主
催
）

が
10
月
18
日
、
町
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
比
布
町
１
２
０
年
を

記
念
し
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
入
り
の

大
判
焼
き
が
先
着
１
２
０
人
に
ふ

る
ま
わ
れ
た
ほ
か
、
新
米
な
ど
地

元
農
産
物
や
プ
リ
ン
、
ニ
ジ
マ
ス

の
加
工
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
吹
奏

楽
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
粉
を

使
っ
た
そ
ば
打
ち
の
体
験
、
町
内

の
商
店
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
「
ぴ
り
カ
」

大
会
、
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の
写
真

撮
影
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
午
に
は
、
町
内
で
収
穫
さ
れ

た
お
米
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も
提
供
さ

れ
、
「
ぴ
っ
ぷ
は
、
お
米
も
野
菜

も
お
い
し
い
」
と
来
場
者
は
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
当
選
者
は
新
米
な

ど
秋
の
味
覚
や
ス
キ
ー
場
の
リ
フ

ト
券
な
ど
の
豪
華
な
賞
品
を
手

に
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ぴっぷの食と農を

楽しもう

秋の大収穫祭

2014.10.18
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まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

◆　
　

◆　
　

◆

▼
吉
本
興
業
所
属
の
芸
人
・
コ

ン
マ
ニ
セ
ン
チ
竹
永
善
隆　
ん
さ　

が

「
宗
谷
岬
～
新
宿
散
歩
」
で
町

内
を
通
過
。
駅
前
で
持
ち
ネ
タ

「
ズ
ッ
コ
ケ
」を
披
露
し
ま
し
た
。

9.21
吉
本
芸
人
が

比
布
駅
前
で
ズ
ッ
コ
ケ
る

▼
農
協
青
年
部
や
商
工
会
青
年

部
な
ど
５
団
体
で
構
成
さ
れ
た

町
青
年
会
議
が
、
国
道
40
号
沿

い
約
３
キ
ロ
の
区
間
で
秋
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

9.18
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は

や
め
て
ほ
し
い

◆　
　

◆　
　

◆

▼
町
体
育
協
会
バ
レ
ー
部
が
、

比
布
町
１
２
０
年
を
記
念
し
て

「
12
時
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

を
、
町
体
育
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
午
前
８
時
に
開
会
し
た
大

会
は
午
後
８
時
ま
で
行
わ
れ
、

約
１
０
０
人
が
交
代
し
な
が
ら

出
場
。「
い
ち
ご
チ
ー
ム
」
と

「
す
い
せ
ん
チ
ー
ム
」の
２
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
楽
し
み
ま
し
た
。
12
時
間
に

わ
た
る
激
戦
の
結
果
、
い
ち
ご

チ
ー
ム
が
勝
利
し
ま
し
た
。

9.28
１
２
０
年
を
記
念
し
て

思
い
出
に
残
る
大
会
を

▼
第
16
回
孝
照
杯
交
流
少
年
野

球
大
会
が
、
道
内
各
地
か
ら
46

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ぴ
っ
ぷ
球

場
な
ど
を
会
場
に
、
10
月
５
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

9.23
努
力
し
て
き
た
結
果
を

存
分
に
発
揮
し
て

▼
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
友

の
会
と
町
共
催
の
第
13
回
コ
ー

ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
、
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

10.10
今
年
の
町
主
催
大
会
で

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
誰
？

◆　
　

◆　
　

◆

▼
比
布
中
が
「
地
域
ふ
れ
あ
い

の
日
」
を
実
施
。
ペ
ン
字
や
陶

芸
、
三
味
線
な
ど
６
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
町
内
の
愛
好
者
を
講

師
に
基
本
か
ら
学
び
ま
し
た
。

10.9
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
合
い

知
識
を
積
極
的
に
学
ぼ
う

▼
中
央
小
学
校
が
稲
刈
り
を
実

施
。
ぴ
ぴ
ボ
ラ
バ
ン
ク
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
12
人
の
講
師
か
ら
、

か
ま
を
使
っ
た
稲
の
刈
り
方
や

束
ね
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

9.30
黄
金
色
に
実
っ
た

稲
を
刈
り
取
る

▼
福
寿
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年
記

念
式
典
が
、
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
歴
代
役

員
へ
の
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
さ

ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

10.10
福
寿
ク
ラ
ブ
が

創
立
50
周
年
を
迎
え
る

◆　
　

◆　
　

◆

◆　
　

◆　
　

◆

▼
比
布
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

町
交
通
安
全
協
会
が
旭
川
中
央

警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
国
道

40
号
蘭
留
駐
車
帯
で
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

10.7
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

続
け
よ
う
！
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昭和８年生まれ、士別
市出身。昭和 34年に故
菊地松夫さんとの結婚
を機に比布町へ転入。
趣味はフォークダンス。

菊　地　悦　子 さ
ん

（81 歳・東町）

このコーナーは、生涯現役で活躍

している町内の高齢者を紹介しま

す。みなさんからの紹介もお待ち

していますので、役場総務企画課

広報係までご連絡をお願いします。

笑
顔
と
会
話
と
交
流
で

無
理
な
く
楽
し
く
継
続

ふまねっと教室の様子　

　

「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
は
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
だ
け
。
だ
れ
に
で
も
手
軽

に
で
き
る
の
よ
」
と
話
す
の
は
、
ふ
ま
ね
っ
と

サ
ポ
ー
タ
ー
の
菊
地
悦
子
さ
ん
。

　

平
成
23
年
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主

催
の
ふ
ま
ね
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
を
受
講

し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
仲
間
と
「
い
ち
ご
会
」

を
結
成
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

『
ふ
ま
ね
っ
と
』
と
は
、
50
㌢
の
四
角
い
網

で
で
き
た
ネ
ッ
ト
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
と
歩
く
運
動
で
す
。
手
拍
子
や
歌
を
交
え
る

こ
と
に
よ
り
、
体
だ
け
で
は
な
く
、
頭
の
体
操

に
も
な
る
た
め
「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
教
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
場
を
盛
り
上
げ
、
励
ま
し
、
見
守
る
こ
と

が
役
目
。
人
と
ふ
れ
あ
い
、
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
み
、
み
ん
な
と
笑
い
合
う
。
自
分
の
運
動
で

も
あ
る
の
よ
」
と
菊
地
さ
ん
。

　

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
が
ん
ば

り
た
い
」
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。
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今年で４回目になる「君の夢プロ
ジェクト」が行われました。吹奏
楽部、野球部、ソフトテニス部の
部員たちが、それぞれの夢をかな
えました。吹奏楽部では東京ブラ
ススタイルとの共演に緊張した様
子の部員たちでしたが、演奏後に
はすっかり打ち解け、仲良く写真
を撮る姿も見られました。
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